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Eyes

基礎研究の優れた成果を
臨床に生かす研究をバックアップ

 彩
都
地
域
と
神
戸
地
域
が
共
同
で

バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
を
推
進

　 　文部科学省の知的クラスター創成事

業は、ライフサイエンスや情報通信など

の分野で、地域におけるクラスター（研

究開発機関・関連企業の集積）形成、

産業育成の取り組みを支援するプロジェ

クトです。その第Ⅱ期事業（平成19～23

年度）において、大阪府と神戸市が共

同で提案していた「関西広域バイオメディ

カルクラスター構想」が選ばれました。

　同構想では、大阪北部（彩都）地域

とポートアイランドを中心とした神戸地域

が対象地域となります。両地域はそれ

ぞれ個別に選ばれた知的クラスターの

第Ⅰ期事業（平成14～18年度）におい

ても、連携して事業を進めてきました。

それが今回はさらに密接に連携して事

業を進めることになるわけですが、その

事業の運営を担うのが彩都地域は当

財団、神戸地域が（財）先端医療振興

財団です。後者は、知的クラスターの第

Ⅰ期事業にも選ばれた神戸市の「神戸

医療産業都市構想」推進のために設

立され、産学官の連携のもと、先端医

療の臨床研究や技術開発などを行っ

てきました。その（財）先端医療振興財

団の理事長を務められているのが、今回、

ＬＦ対談にご登場いただいた井村裕夫

氏（京都大学名誉教授）です。

　井村氏は、京都大学、神戸大学など

において内科の診療、研究に従事され、

研究者としては、副腎皮質刺激ホルモ

ン（ACTH）など下垂体ホルモンの生合

成過程の研究で、ホルモンの種類によっ

ては、最初は大きな分子の前駆体ホル

モンが合成され、その後、組織によって

異なった部分が切り出され、別々のホ

ルモンとして分泌されることを解明され

るなど、内分泌学の分野で貴重な貢献

をされました。９１年に京都大学総長に

就任されて以降は、高等教育の改革

や科学技術の振興に尽力され、国立

大学協会会長、総合科学技術会議議

員などを歴任されています。

　現在、井村氏が提唱されているのが、

トランスレーショナルリサーチの振興です。

トランスレーショナルリサーチとは、基礎

から臨床への橋渡し研究のことで、「基

礎的な研究成果を臨床に応用すること

を目的にチームで行う研究」とされてい

ます。具体的には、医学やその関連分

野の基礎研究で得られた知見や技術を、

新しい医薬や診断・治療法、医療機器

として臨床の場で実用化できるように

するための研究といえるでしょう。新薬

の臨床試験なども含まれ、単に臨床研

究という場合もあります。

　（財）先端医療振興財団では、「医

療機器の開発」「医薬品等の開発」「再

生医療等の臨床応用」の３つの分野に

おいて、財団の診療部門である先端医

療センターを中心にそうした取り組みが

推進されています。特に、理化学研究

所の発生・再生科学総合研究センター

と連携して進められている「再生医療

等の臨床応用」は、神戸地域を特徴づ

ける取り組みとして注目されます。たと

えば、慢性下肢虚血の患者さんの血液

から採取した血管のもとになる細胞を

患部に注射することによって血管を再

生して血流を復活し、下肢を切断しなく

てすむようにする治療法などが実践さ

れています。

　関西広域バイオメディカルクラスター

構想においても、基礎研究の成果の実

用化が推進されることになります。同構

想がめざすのは「世界へ顔が見えるバ

イオクラスター」です。彩都地域と神戸

地域が協力することによって、それが近

い将来、実現されることを願ってやみま

せん。

先端医療センター

先端医療振興財団の取り組み

研究機関　理研・大学など 基礎研究
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トランスレーショナルリサーチの
活性化をめざして

一生懸命に講義することは大事

“白い巨塔”のほうがよかった？岸本●僕がホストを務める対談の第１回

目を井村先生にお願いしたのは、内科の

教授、総長、そして総合科学技術会議

議員、財団の理事長という先生のご経

歴は、すべて僕が10年遅れて追いかけ

てきた道筋でしてね。その時々にどのよう

なことを考えておられたか、あるいは今後

どういうふうにすればよいかなど、いろい

ろ教えていただけないかと思ったからで

して。で、先生は滋賀県のご出身で京都

大学の医学部に進まれる。どうして医学

部に行こうと思われましたか。

井村●私の家はまったく医者とは関係

なくてお茶の製造と販売をやっていました。

ただ、子供のときに私、熱ばっかり出して

いましてね。小学校もかなり休んで、近く

の病院に行っていました。で、いつのまに

か医者になろうと思ったんですね。だから、

大学を卒業しても将来は田舎に帰って

開業しようと考えていて、そのために一

番平凡な第２内科に入ったんです。第１、

第３は当時、個性的な教授がおられまし

てね。ただ、患者さんを持ってみると臨床

もなかなか難しい。大学院に入って、少

し研究でもしようかと思ったのが始まりな

んです。

岸本●それで、内分泌の研究を…。

井村●外の病院に出ている間に、第２

内科は三宅儀先生という内分泌の教授

に代わっていました。我々の時代には自

分ではあまり専門を選べなくて、内分泌

をやれと言われたら、ハイとやるだけでし

てね。

岸本●1950年代は内分泌というか、ホ

ルモンの研究が盛んになって、内分泌学

の教授がたくさん出た時代ですね。

井村●そうですね。内分泌というのはちょっ

と他の内科の分野とは違って、ホルモン

ハンターがいましてね、何かホルモンを見

つけると、みんなが臨床に使えないかとワッ

といろんなことをやりだす。まさにそういう

時代だったんですね。

岸本●先生が最初に教授になられたのは、

神戸大学に行かれたときですね。そのとき、

下垂体で作られる副腎皮質刺激ホルモ

ン（ACTH）には、まず前駆体のステージ

があってという画期的な仕事をされました。

それは病気か何かから調べられたわけ

ですか。

井村●そうです。異所性ACTH産生腫

瘍というのがあり、これは下垂体ではなく、

胸腺などの腫瘍ですけど、ACTHを作る

んですね。そのACTHを調べると、免疫

学的に測ると高い値なのに、生物活性

がものすごく低いことに気づきました。ど

うしてだろうと。その頃、インスリンの前駆

体のプロインスリンが発見されましてね。

これじゃないかと考えたのが、京都大学

にいたときです。その後、ACTH産生肺

がんの血液中には大分子のACTHが多

いという論文も発表され、神戸大学に移っ

てからACTH産生腫瘍の組織を調べて

みると、やっぱり大分子のものが見つかっ

て生物活性も低い。そして、それが確か

に下垂体のACTHの前駆体であるのか、

京都大学の沼（正作）さんのところと共

同研究することになりました。そうしたら、

3万5000ぐらいの大分子が前駆体だとい

うことがわかりまして、中西（重忠）さんが

アメリカに持っていってクローニングして、

その構造決定にも成功したわけです。

岸本●沼－中西グループと合流して、大

きな研究になりましたね。神戸大学には

何年ぐらいおられたんですか。

井村●６年近くおりました。神戸に第３内

科が新設されて行ったんです。行った日

に「井村は罷免した」という立て看板が

立っていました（笑）。まだ紛争が終わっ

て間もないときで、1971年です。助講会

が反対していたんですよ。京都から来た

からけしからんと。それで、新設の内科に

誰も来てくれない。１人で内科はできな

いし、どうしようかと。しばらく考えて、こう

いうときは原点に戻ろうと、一生懸命に

講義をしたんです。慎重に準備して。あ

んなに準備したのは、一生にあのときだ

けですね。

岸本●そんなことはないでしょうけど（笑）。

井村●そうしたら、電話がかかってきて、

会いたい、私の教室づくりの抱負を聞き

たいと。話をしたら、入れてくださいと言っ

たのが、私の最初の大学院生で、今は

神戸大学の医学部長をしています。

岸本●講義を一生懸命にするというの

は大事ですね。僕が大阪大学の５年生

のときに山村雄一先生が面白い講義を

されました。それで、この人のところに入

ろうと思って、内科をするつもりはなかっ

たのに第３内科に入った。だから、僕も内

科の教授になったときは一生懸命に講

義をしました。そしたら、今、教授になって

いるのがたくさん入ってきましたよね。

井村●非常に大事だと思います。やっ

ぱり若い人に火をつけるといいますか。

早石修先生がものすごく講義が上手で。

岸本●今でも上手ですね。

井村●若い人があの講義を聞いて、生

化学へどんどん進んだわけです。やはり

講義というのは非常に大事なんですね。

岸本●僕は大学といったら大阪大学だ

けですけど、先生は神戸大学へと、いっ

たん外へ出ておられます。外に出るとい

うのはいいことですかね。

井村●私にとっては非常によかったと思

います。古い大学というのは良きにつけ

悪しきにつけ、澱のように溜まったものも

ありますし、それが別の大学に行くと、まっ

たく違う環境ですから。もう１つは比較的

若い大学ですから、若い人がワッとやる

雰囲気があったので、それはよかったで

すね。

岸本●最近、大学を卒業してそのまま同

じ大学に残るのがいかんのやと。大学院

は同じ大学からは30％までで、それ以上

は採るなとか言っていますよね。アメリカ

はそうだというけど、アメリカは何十と同じ

ように高いレベルの大学がありますよね。

日本はそうではない。

井村●そこは大問題でしょうね。しかもア

メリカでは大学間のランキングもしょっちゅ

う入れ替わっています。日本はランキング、

変わらんのですよ。だから、強制的にとい

うのは弊害も出る。

岸本●もう１つ、研修医もね、卒業生の

臨床研修が義務化され、その研修先は

自分で選ぶようになった。結局、外の病

院へ出る卒業生が増えるというふうに制

度が変わりましたよね。これもまたアメリカ

の制度を取り入れたわけですけど、その

結果として“白い巨塔”が“白い廃墟”

になったと、この前の医学会総会でも言

われていました。先生は、白い巨塔の典

型的な時代の内科の教授ですけど（笑）。

井村●いや、大阪大学とはだいぶ違い

まして、とても白い巨塔ではなかったで

すよ。

岸本●大学病院の医局制度は、教授が

大きな力を持っていて封建的とかいわ

れましたけど、それは医者を訓練し、また

医者が偏在しないようにどこそこに行か

せる。すべての仕組みがそれでもってい

たわけですよね。それを急に揺り動かし

たがために、医者の偏在というものすごく

大きなことになっている。そうすると、考え

てみたら白い巨塔のほうがよかったんじゃ

ないかと（笑）。

井村●私はそうは言えないだろうと思い

ますけど、ただね、医療全体がきわめて難

しい状況に来ているときに、これやったわ

けですね。昔のように、医者になれば非

常によかったという時代じゃなくて、医療

費抑制政策の中で、病院の医者になっ

ても少ない給料で苛酷な労働を強いら

れる。だから今、ものすごい勢いで開業

医が増えていますよね。医療全体が崩

壊しかけている状況の中でやったから、

そういう医者の偏在もひどくなったんじゃ

ないでしょうか。

岸本忠三 理事長
（財）千里ライフサイエンス振興財団

井村裕夫氏
（財）先端医療振興財団理事長

／LF
対談
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井村 裕夫氏
（財）先端医療振興財団理事長
1931年、滋賀県生まれ。54年京都大学医学部卒業、
55年医学部付属病院副手、56年大津赤十字病院医員、
62年京都大学大学院医学研究科博士課程修了、医学
部付属病院助手、63～65年米国カリフォルニア大学研
究員、65年京都大学医学部講師、71年神戸大学医学
部教授、77年京都大学医学部教授、89年医学部長、
91年総長、97年退任、名誉教授、98年神戸市立中央
市民病院長、04年（財）先端医療振興財団理事長、科
学技術振興機構顧問。科学技術会議議員（98～01年）、
総合科学技術会議議員（01～04年）などを歴任。専門
分野は内分泌学、特に下垂体ホルモンの生合成と分泌
調節、臨床神経内分泌学、心血管ホルモンの基礎と臨床、
膵消化管ホルモンなど。受賞は英国内分泌学会Dale 
Medal、武田医学賞、ベルツ賞、日本医師会医学賞ほか。
瑞宝大綬章受章。日本学士院会員、米国芸術科学ア
カデミー外国人名誉会員。

岸本 忠三 理事長
（財）千里ライフサイエンス振興財団

1939年、大阪府生まれ。64年大阪大学医学部卒業後、
同大学院医学研究科修了。70～74年米国ジョンス・ホ
プキンス大学研究員及び客員助教授。79年大阪大学
医学部教授（病理病態学）、83年同大学細胞工学セン
ター教授（免疫細胞研究部門）、91年医学部教授（内
科学第三講座）、95年医学部長、97年総長。04年退任、
名誉教授。総長退任後も同大学院生命機能研究科で
研究を続ける。内閣府総合科学技術会議常勤議員（04
～06年）などを歴任。07年４月より（財）千里ライフサイ
エンス振興財団理事長。専門分野は免疫学。免疫に
関わる多機能な分子、インターロイキン6（ＩＬ６）の発
見とその研究で世界的に知られる。ＩＬ６の受容体を抗
体によってブロックする抗体医薬の研究も進め、関節リ
ウマチ治療薬の開発にも貢献する。受賞は朝日賞、日本
学士院賞・恩賜賞、ロベルト・コッホゴールドメダルほか。
文化功労者、文化勲章受章。日本学士院会員、米国科
学アカデミー外国人会員。

岸本●で、先生は神戸から京都大学に

帰られて、それから医学部長、総長にな

られる。総長をやってみてどうでしたか。

井村●６年やってみて、やはりチャレンジ

ングである意味では面白かったですね。

総長の間に、４つの独立研究科をつくっ

たんです。生命科学研究科もその１つで

す。まだガチガチの学部自治で、総長は

学部の中には絶対に手を入れるなという

状況でしたけど、学部の枠を越えたこと

は本部でやるよと言いましてね。同時に

研究所も少し改組しようということで、再

生医科学研究所をつくりました。

岸本●そこから、ＥＳ細胞（胚性幹細胞）

の研究とか出てきていますね。

井村●西川（伸一）君が、再生がいいっ

て言いましてね。再生医学って何をやる

のと言っていたら、当時『Science』に特

集が出まして、それを読むとなかなか面

白い。京都大学にとっては非常によい

選択でしたね。

岸本●再生医学という概念もあれが最

初ですかね。

井村●日本ではそうかもしれません。

岸本●それが神戸の発展にもつながっ

ていますよね。理化学研究所の発生・再

生科学総合研究センターができてと。で、

先生の総長最後の年、僕が大阪大学の

総長になった年から大学を法人化すると

いう議論が起こりはじめました。結局、独

立行政法人になりましたけど。

井村●私は流れとしては、もう止むを得

ないかもしれないと。日本の大学は国立

だと法人格を持っていませんでしたから、

ある面ではやりにくいところもありました。

ただ、今のようにどんどん交付金がカット

されると、特に地方の大学は大変でしょ

うね。その分、競争的研究資金が入って

いるといっても、やっぱり旧帝大に偏って

いる。特に大変なのは大学病院で２％カッ

トです。これはもう病院にとってはぎりぎり

まで来ているんじゃないでしょうか。

岸本●たくさん外来患者を集めてとか、

普通の病院のようなことをしないとやっ

ていけないようになっていますね。

井村●日本で臨床研究が遅れている理

由の１つとして、大学病院に必ずしも来

なくていい患者さんが来て、来ないとい

けないような患者さんが来ていないとい

う状況があります。外国なら、たとえば岸

本先生のところには免疫関係の病気の

患者さんが集まって、それ以外の人はそ

んなに来ないでしょうね。しかし、稼げ、稼

げと言われるようになると、そういう人も大

事にしないといけない。非常に大きなロ

スをしていると思いますね。

岸本●現在、先生は神戸の先端医療振

興財団の理事長をしておられますけど、

常に言われているのがトランスレーショナ

ルリサーチ（基礎から臨床への橋渡し研

究）を盛んにということですね。それはそ

の通りでして、日本は基礎的な研究は非

常にいいものが出ているのに、なぜ日本

発の新しい医薬や医療技術、機械は出

てこないのかといわれる。一番の問題は、

どこにあるんでしょうかね。

井村●まず臨床の医者がそういうことの

重要性を十分に理解していない。私自

身もそうでした。どちらかといえば、基礎

的な研究をしているほうが面白いんです。

岸本●評価されるのも、『Nature』や

『Science』に出たら評価されるけど、臨

床の雑誌に載ってもなかなか評価されな

いというのがありますよね。

井村●私は、そのことは頭ではわかって

いたんです。だから、いつも教室員には

一生に一度でもいいから『New England 

Journal of Medicine』に論文を出せと言っ

ていたんですよ。でも、私も２つ出しまし

たけど、なかなかいい論文を書くのは難

しかったですね。ところが、『New England 

Journal of Medicine』の編集委員になっ

て愕然としたのは、日本からの掲載があ

まりに少ないことです。ランキングでいくと、

常に10位以下。これはなんとかしないと

いけないと思い始めたのが、総長になっ

た頃でした。それで、神戸に行ったときに

トランスレーショナルリサーチを言い出した

んですね。やっぱり最大の問題は、医者

がそういう臨床研究の重要性を十分に

理解していなかったことと、先生が言わ

れるように評価されないこと。それに非常

に時間がかかる。先生のIL６抗体薬も、

かなり時間がかかったでしょ。

岸本●できたのはいいけれど、５年遅かっ

たなと言われましたよ。

井村●もう１つは、周辺の人材を養成し

ていないんです。たとえば、医学の分野

で統計のできる人ってほとんどいない。と

ころが、新しい治療薬を評価するときには、

やはり統計学的にきちんとしたデザインが

できていないといけません。そういう人を

養成しないといけないのに、日本の大学

は簡単には変えられない。人材をどうす

るかというのはなかなか難しい。３番目は、

規制当局があまりにも力が足りない。もっ

と規制当局がサイエンティフィックなレベ

ルを上げて、いいものとそうでないものを

見分けて、いいものはいち早く認可して

いくことが必要だと思いますね。

岸本●それに、企業もいまだに外国をあ

りがたがる風潮がありますよね。日本の中

にも隠れたいいものがあるのに、それを掘

り起こそうという努力も足りんようですね。

こっちから見たら。

井村●そうだと思います。だから、日本で

たとえば理化学研究所が情報を開示し

てもほとんど来ない。むしろ外国の企業

が来る。

岸本●そういう意味で、ここの財団は研

究者と企業の接着剤になって、両者が

交流できるような、それをできるだけ盛ん

にするような場をつくっていきたいと考え

ていますけどね。神戸も同じだと思いま

すし、文部科学省の知的クラスターもそう

いうのが大事だということですね。

井村●シーズの段階、それはそれぞれの

研究者が自分のアイデアでやる。そして

いいシーズがあったときに、どうやって実

用化していくか、その仕組みが今まで日

本にはまったくなかった。やっと今、知的

クラスターの制度ができて、大阪にはここ

の財団、神戸には私どもの財団もある。よ

うやく少し出口が見え出したんですね。

アメリカでは実用化までに２つの越えな

いといけない障碍があるといいます。１つ

は、デビルリバー（魔の川）。基礎研究を

最初に人、臨床研究にもっていくとき。こ

こに規制がある。倫理がある。それから、

一般的な反対がある。

岸本●日本では、特にそれが大きいです

ね。

井村●魔の川を越えてやっと少し臨床

試験を始める。それを一般臨床にもって

いくためには、もう１つデスバレー（死の谷）

を越えないといけない。ここにはお金がか

かるし、いろんな規制があるわけですね。

そのあたりを、埋めていかんといけないだ

ろうと思うんですね。今回、知的クラスター

は関西広域クラスターということで、先生

のところと一緒にやることになりました。お

互いに力を合わせて、なんとか国際的に

名の通ったものにしたいですね。

岸本●世界から顔の見えるものにしたい

ですね。最後に、いつも僕は感じるんで

すけど、講演でも会議でも、先生は非常

にシャープでしょ。頭が全然、衰えていな

いというか（笑）。何か秘策はありますか。

やっぱり常に勉強を怠らないということで

すか。

井村●どうですかね。ボケると困るので、

時間があれば勉強はすることにしています。

そして講演を頼まれると、少しでも新しい

ことを入れるとか、そういう努力はしてい

ますけど。

岸本●いつも著書を送っていただいて

いますけど、あれもご自分で書かれている？

井村●書くのは嫌いではないんです。ま

あしかし、老化防止です。

岸本●老化という意味では、僕は10年、

後から来て、10年、先にいますよ（笑）。

井村●いや、先生にはもっと活躍してい

ただかないと。ただ、英語の格言がありま

してね。“考えられることは、できるだけ明

解に考えましょう。言うべきことは、できる

だけ明解に言いましょう”と。それは、１つ

のモットーにしています。

岸本●そうなっていますよね。先生のお

話は、いつも非常にわかりやすい。今日は、

お忙しいところ、どうもありがとうございま

した。

日本発の医薬、医療技術の実現へ
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  成人病シリーズ第49回

 「腰痛と膝関節の病気」
腰痛は70歳以上の2人に1人、膝関節痛は65歳以上の3人に2人が感

じているといわれます。また、「要介護状態」の原因では骨折・転倒が第

4位で1割を占め、その遠因には骨粗鬆症があります。これらの症状・病

気は直接生命に危険はないものの、日々の生活の質（QOL）に大きく影

響します。今回は、骨折のサインとされる身長低下と骨粗鬆症の関係、

腰痛及び膝関節痛の原因と予防・治療について3人の先生方にお話い

ただきました。

藤原 佐枝子氏

身長低下と骨粗鬆症
ー身長低下は過去と将来の骨折サインー放
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　骨粗鬆症は、骨量と骨質が低下し、骨

折しやすい状態をいいます。骨は100～

150日のサイクルで吸収（破壊）と形成を

繰り返しており、形成が吸収に追いつか

ないと、骨はもろくなって骨折しやすくな

ります。症状はなく、骨折して初めて骨

粗鬆症に気づくことが多いです。

　骨折しやすい部位は年齢により異なり、

女性の場合、閉経後の50代では手首の

骨折、60代では背骨（脊椎）の骨折、70

代では肩の付け根と足の付け根（大腿

骨近辺部）の骨折が多くなります。男性

は女性に比べて骨粗鬆症になりくいと

思われていますが、骨折後の予後は女

性よりも悪いといわれており、やはり注意

が必要です。

　最近注目されているのが高齢者に多

く見られる背骨（脊椎）の骨折です。80

歳以上では2人に1人に見られます。この

骨折は円背、身長低下として現れ、急性・

慢性の腰背痛、日常生活動作の制限だ

けでなく、呼吸困難・消化不良・胃液逆

流など内臓にも影響を及ぼします。骨折

が起こっても自分で気づかないことがよ

くあり、Ｘ線検査で見つかる骨折の約

1/3しか、実際には医療機関に受診して

いません。背骨の骨折のサインは身長低

下です。若い頃と比べて身長が3㎝以

上低下している場合は骨粗鬆症の可能

性が高く、骨折を見つける目安になります。

　骨粗鬆症の危険因子は、①年齢、②

ライフスタイル（カルシウムやビタミンDなど

栄養、活動性や不動、喫煙、飲酒、カフェ

イン、ステロイドなど薬剤の服用）、③身体

的因子（身長、体重、ホルモン、初経・閉経）、

④遺伝的因子（人種、性、家族型など）で、

骨量に影響します。年齢、骨密度と骨折

の関係をみると、同じ年齢では骨密度が

低い人ほど骨折の発生率が高く、また、

年齢が高くなると（70歳以上）骨折の発

生率が高くなります。

　症状のない骨粗鬆症を早く見つける

方法として、骨密度検査を受けることを

お勧めしますが、簡単な方法として、私た

ちは年齢と体重によってその危険性を

判定する指標を作りました。この指標に

よると、例えば、80～84歳で体重50～54

㎏の女性の骨粗鬆症の確率は43％で

あり、確定診断が必要です。

　症状がないうちに見つけて骨折を起

こさないようにするのが骨粗鬆症の予防・

治療の要です。骨折は多くの場合、転

倒して起こります。10年前と比べると骨

密度は増えていますが、大腿部頚部骨

折は増えています。生活環境の変化で

運動量が減り転びやすくなっているので

す。骨折しやすい人は、●過去に骨折し

たことがある、●年齢が高い、やせている、

●両親が大腿部頸部骨折を起こしたこ

とがある、●過度の飲酒、●喫煙、●ステ

ロイド薬の服用などであり、これらの因子

を多く持つ人ほど骨折しやすくなります。

　身長低下の原因には骨折のほか、椎

間板狭小、筋力低下などがあります。骨

を支えているのは筋肉で、骨と筋肉が連

携プレーして身体を支えています。転び

やすくなる原因には、筋力が大きく関係

しています。歩くのが遅くなった、歩幅が

狭い、踏み台の昇降が難しいなどは筋

力低下の証拠といえます。

　骨粗鬆症・骨折の予防法は年代で異

なります。20代前半（骨量がピークになる）

までは食事（カルシウム摂取など）・運動

で骨自体を強くする。20代以降は食事・

運動で骨量を保つようにする。高齢期は

転倒防止と食事、筋力を保つことです。

食事はバランスのよいことが大切で、健

康を保つことが転倒、骨折を防ぐことに

つながります。筋力を保つためには、ウオー

キングがよく、歩くことが負担な人は太極

拳やテレビ体操など自分が毎日続けられ

る方法で身体を動かし筋力を保つことで

す。また、喫煙、過度の飲酒など、骨折の

危険因子を減らすことも大切です。

　骨粗鬆症になったら薬物治療が必要

です。最近のビィスフォスフォネートと選択

的エストロゲン受容体モジュレーターとい

う薬剤は骨折予防に効果があるとされて

います。

　膝関節は、骨（大腿骨、脛骨、膝蓋骨

＝お皿）、軟骨（それぞれの骨の関節面

にある）、半月板（大腿骨と脛骨の間にあ

る三日月形の軟骨の板）、靭帯（大腿骨

と脛骨をつなぐ4本の筋）、滑膜（滑りを

よくする滑液を作る、関節を裏打ちする膜）

から構成されています。これらのいずれ

かが不調になると症状が起こります。

　膝が痛む時は、膝が痛いのか、膝の

周辺が痛いのか、正しい診断が大切です。

膝関節痛を引き起こす病気には、主に

若年期に見られるものとしては、オスグッ

ト病、半月板損傷、靭帯損傷などがあり、

主に青壮年期以降に見られるものとして

は痛風、偽痛風、関節リウマチ、特発性

大腿骨内顆骨壊死、変形性膝関節症な

どがあります。

　中高年に最も多いのが変形性膝関節

症で、関節軟骨の変性と磨耗で始まり、

進行すると骨棘が形成されるなどし、関

節が変形する病気です。初期は歩き始

めや階段の昇降時の痛み・こわばり感が

あり、進行期には水症（関節に水が溜まる）

や歩いている時も痛み、正座がしにくく

なります。末期には強い痛みがあり、変

形が進行して膝が伸びにくく、歩きにくく

なります。ほとんどの場合、膝関節の内

側が痛む内側型変形性関節症（下肢は

O脚をしている）です。

　変形性膝関節症は、男性より女性、

高年齢、肥満、膝の外傷、長期の労働や

ラグビーなど激しいスポーツ、Ｏ脚、膝伸

展筋力の低下、外転筋力の低下などが

危険因子とされています。太ももの筋肉（大

腿四頭筋）の変性が進んでおり、筋肉が

弱くなっていくことは原因の１つです。原

因遺伝子もいくつか見つかっています。

　変形性膝関節症では骨の内側に大き

な圧力（体重）がかかり、外側に圧力が

かからない状態にあるので、圧力のバラ

ンスを正しくし、内側への負担を軽減さ

せることで進行の予防・治療を図ります。

治療には保存療法と手術療法があり、

進行の状態で適応が異なります。保存

療法には筋力強化（後述）、装具療法、

薬物治療、関節注射があります。装具療

法は、靴の中に外側を高くする足底挿

板（くさび形の敷き皮）を入れて体重の

かかり方を変えるもので初期と進行期に

適し、末期はあまり有効ではありません。

薬物治療は、消炎鎮痛剤の内服が一般

的で、グルコサミンやコンドロイチンについ

ては評価が定まっていません。適応は初

期と進行期で末期にはあまり効果があり

ません。関節注射はヒアルロン酸（週1回、

計5回が目安）やステロイド剤（頻回の使

用は危険）などで、初期と進行期に適応

し末期には効果がありません。

　手術療法は進行期以降に行い、骨切

り術と人工膝関節置換術があります。骨

切り術は下肢（高位脛骨）を切って形を

変えるもので、進行期に有効で末期には

あまり効果がありません。人工膝関節置

換術は傷んだ骨を削り人工の関節を骨

の中に埋め込んで固定するもので（内側

のみと全体の2種類がある）、最近は和

式トイレの使用、正座のできる人工関節も

あります。末期に有効で、初期には行い

ません。

　筋力強化は膝関節痛の予防に非常

に有効であり、初期から末期まで各期に

大切です。大腿部や臀部の筋力を強化

して圧力を外側に移行させ、症状を軽減

します。日常行える筋力強化法としては、

大腿四頭筋訓練（仰向けに寝て膝を伸

ばしたまま45度程度まで上げ、5秒ほど静

止し下ろす。30～50回）と、股関節外転

筋訓練（横向きに寝て足首を上げて上

側の下肢を伸ばし、ゆっくり上げ下げする。

30回以上）が適します。自転車こぎ運動（自

転車や室内用の自転車エルゴメータ）や

水中歩行も筋力強化に有効です。肥満

がある場合は減量が有効ですが、筋肉

の減少や低栄養による骨粗鬆症に注意

しなければなりません。

津村　弘氏

膝関節痛の予防と治療

■プログラム
演　題 講　師

身長低下と骨粗鬆症 ー身長低下は過去と未来の骨折サインー� 放射線影響研究所  部長� 藤原佐枝子  氏

膝関節痛の予防と治療� 大分大学医学部  教授� 津村　弘  氏

腰痛でお悩みですか ー腰痛の原因と対策ー� 山口大学大学院医学系研究科  教授  �田口敏彦  氏

と　　　　　き／平成19年6月16日（土） 13：30～16：30

と　　こ　　ろ／千里ライフサイエンスセンタービル5Ｆ  ライフホール

コーディネーター／�国立循環器病センター  名誉総長　尾前照雄 氏
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　背骨（脊椎）は30余個の骨（椎体）が

椎間板でつながれた構造をしています。

椎間板は髄核とそれを取り巻く線維輪

からなり、髄核はボールベアリング、線維

輪はスプリングのような働きをして身体

の向きを瞬時に動かせるようにしています。

椎間板には内圧があるので、上から圧

迫されると膨らんで張力が生じます。後

方（背側）に滑車の働きをする椎間関節

があります。背骨の中には脊柱管があり、

この中に脊髄という神経が入っています。

腰の骨（腰椎）は5個あり、上体を曲げる

時に一番無理がかかるところです。

　腰痛の原因には、腰自体、内臓（腎結

石など）、ストレスなどによる精神的なもの

（ストレスによる心因性腰痛）があります。

腰が原因の場合は、ほとんどは安静に

すると痛みがなくなります。この原因に

は①神経が直接圧迫されて起こるものと、

②腰部の筋肉、関節、軟部組織（靭帯、

筋膜）など神経以外が原因で起こるもの

とがあります。

　神経が直接圧迫されて起こるのが椎

間板ヘルニアです。椎間板は老化の比

較的早い組織で、髄核の水分が少なく

なって変性し、後方へ突出して神経を

圧迫します。これに炎症が加わると腰痛

が起きます。

　神経以外のものでは、筋肉が原因の

場合と、過度の腰椎運動や異常姿勢、

肥満などが原因で起こる場合があります。

筋肉が原因の場合、筋肉の収縮→筋

肉内の血液循環が悪くなる→発痛物質

が溜まる→筋肉が痛む、そして再び筋肉

の収縮という悪循環に陥り、この循環を

断ち切らないと慢性的な腰痛に悩まさ

れることになります。

　脊椎は約30度の角度の斜面を形成

する骨盤の上にのっており、腰背筋と腹

筋（実際は腹圧）とで重心線が垂直に

なるように引っ張り合う（正常は腰背筋

70％、腹筋30％）ことで上半身を支えて

います。腹筋が弱くなるなど（腹圧が下

がる）、腰背筋と腹筋の引っ張り合う力

のアンバランスが続くと腰痛が起こってき

ます。また、骨盤の前への傾きが強い（腰

椎前弯が強い）場合も腰痛が起きます。

筋肉の収縮の持続・筋緊張の亢進は

姿勢が原因のことが多く、自分のライフス

タイルや姿勢を見直すことで改善される

ことが少なくありません。

　腰痛の治療には、装具療法、理学療法、

薬物療法、神経ブロック、手術があります。

しかし、●日常生活の工夫で多くの腰痛

は改善する、●一般的に腰痛の80～90

％は発症後6週間以内に自然に治癒する、

●治療の必要な腰痛でも約80％は薬

や運動療法で改善することが多い、●

腰痛は致命的な疾患でないことが多い

だけに、手術適応には絶対的なものと相

対的なものがある（その人のライフスタイ

ルなどで決まる）、と言えます。

　ただし、●下肢（膝より下）の痛みを伴

う腰痛、●下肢のしびれを伴う腰痛、●

始めは歩けるが200ｍ位で徐々に歩けな

くなる（間欠性跛行の状態）腰痛、●3

～6週間以上続く腰痛の場合は、必ず

医者に相談しましょう。最近注目されて

いる高齢者に多い病気に腰部脊柱管

狭窄症があります。脊柱管が狭くなるも

ので、神経内の血流が障害されるため、

間欠性跛行が特徴的な症状です。この

治療にはコルセットの装着、薬物治療（プ

ロスタグランディンなどの服用）、神経ブロッ

クなどの保存療法を行い、効果がない

場合に手術を考慮します。

　腰痛治療における安静度の原則は、

急性期は安静第一（横向きに臥床、仰

向けなら座布団などで膝を立てる。動け

る範囲で動く）、慢性期は無理をしない

程度、軽快期は腹筋・背筋訓練です。

　慢性化を防ぐためには腰痛の強くな

い時に腰痛体操を行うのが有効です。

①腰椎前弯を少なくする不良姿位の改善、

②腹筋の強化、③腰部のストレッチ、④

背筋の強化のための体操を2～3種類

選んで1日2回、それぞれ5～10回程度行

います。

　日常生活での一般的な注意としては、

同一姿勢を長くとらない（１時間を他の

動作で３～４回に区切る）、中腰の姿勢

をとらない、腰痛がある場合は立位をで

きるだけ避けるなどです。また、立ってい

る時は両脚を揃えて立たないことや足

台（高さ約20㎝）を置いて片足ずつ交

互にのせるようにする、椅子に座る時は

膝が股関節より高くなるようにする、立ち

上がり・起き上がりは背中を伸ばしたまま

行う、重い物（痛みのある時は7㎏以上、

痛みがなくなっても半年間は20㎏以上

の物）は持たないなど、腰への負担を少

なくする工夫をします。

セミナー

がんシリーズ第1回

「細胞周期制御異常とがん」

講義風景

会場風景

日　　　　時：平成１９年７月４日（水）

コーディネーター：金倉　譲氏
� （大阪大学大学院医学系研究科内科系臨床医学専攻教授）

�  佐谷秀行氏
� （慶應義塾大学医学部先端医科学研究所遺伝子制御研究部門教授）

●Ｇ０ーＧ１期を制御するユビキチンリガーゼと発がん

●クロマチンリモデリングによるp５３機能の制御�

●Ｊab１を介した細胞周期制御と発がん

●Ｃｄｃ７キナーゼによる複製フォーク制御を介したゲノム安定性維持の分子機構

●細胞分裂の異常と発がん

●細胞老化と癌抑制

東北大学大学院医学系研究科発生分化解析分野教授� 中山啓子氏

九州大学生体防御医学研究所分子発現制御学分野教授�中山敬一氏

奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科動物分子遺伝学講座教授�加藤順也氏

東京都臨床医学総合研究所ゲノム動態プロジェクト参事研究員�正井久雄氏

慶應義塾大学医学部先端医科学研究所遺伝子制御研究部門教授�佐谷秀行氏

徳島大学ゲノム機能研究センター蛋白情報分野教授� 原　英二氏

金倉　譲氏 佐谷秀行氏

中山敬一氏 加藤順也氏中山啓子氏 原　英二氏正井久雄氏

LF

■会場風景　

田口 敏彦氏

腰痛でお悩みですか
ー腰痛の原因と対策ー

質疑応答

熱心に聴講する参加者

スライド

　成人の体の中では増殖・分化している細胞は１％ほどと

いわれますが、がんではその増殖サイクルに異常が生じて

います。増殖サイクル、すなわち細胞周期にはＧ１期→Ｓ（Ｄ

ＮＡ複製）期→Ｇ２期→Ｍ（分裂）期と、細胞周期の休止し

たＧ０期があり、本来、その細胞周期においてはＤＮＡ複製

や染色体分配などが正常に行われるようにチェックする機

構が備わっています。異常があると、チェックポイントで一時

的に細胞周期を停止して修正、あるいは細胞死や細胞老

化を誘導するのです。細胞周期やそのチェック機構は、細

胞内のさまざまな分子の連係によって制御されており、そ

の機構が関連分子の異常などで破綻することによって、細

胞の腫瘍化、悪性化（がん化）が生じると考えられています。

　セミナーでは、Ｔリンパ球の分化で働くユビキチンリガーゼ、

細胞周期停止や細胞死を誘導するｐ53の抑制因子となる

ＣＨＤ、がん細胞でその発現が過剰に見られるJab１、ＤＮＡ

複製開始に重要なCdc７、分裂期に働くAurora-Aなど、細

胞周期やそのチェック機構を制御

するさまざまな分子の働き、またその

発がんへの関わりについて最新

の研究が報告されました。
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“解体新書”
Report

 生命科学のフロンティア
 昆虫の微小脳の驚異を探る
 －ゴキブリ、コオロギなどが相手－

その

身近な動物といえば、数が多いのは昆虫だろう。庭先のアリやキッチンに潜むゴキブリ、部屋に舞い込む羽虫の
類など、目にしない日はない。これらの小さな昆虫たちの脳は微小だが、じつは驚くべき、巧妙な情報処理
システムをもっている。ゴキブリ、コオロギ、ミツバチを相手に長年研究を続ける東北大学大学院生命科学
研究科の水波誠さんを訪ねた。〈牧野賢治〉

牧野 賢治氏
1934年愛知県岡崎市生まれ。57年大阪大学理学部卒。
59年同大学院修士課程修了。毎日新聞記者となる。
同編集委員（科学担当）を経て、91年東京理科大学教
授（科学社会学、科学ジャーナリズム論）。日本科学技
術ジャーナリスト会議前会長。日本医学ジャーナリスト協
会名誉会長。著書は『理系のレトリック入門－科学する
人の文章作法』､『科学ジャーナリズムの世界』（共著）、
訳書は『背信の科学者たち』など多数。

水波 誠 氏
1957年福岡市生まれ。九州大学理学部卒、同大学院
理学研究科修了。九州大助手、北海道大学助教授を
経て、2002年から東北大学大学院生命科学研究科准
教授。著書に『昆虫―驚異の微小脳』、共著に『もうひ
とつの脳』、『昆虫の脳を探る』がある。

ゴキブリの脳の神経配線の外概略図

　2006年度の科学ジャーナリスト賞の

出版物の候補のなかに、『昆虫－驚異

の微小脳』（中公新書）が推薦されて

いた。読んでみると、じつに興味深い。

本そのものは、惜しくも入賞を逸したが、

著者に会い、話をうかがいたくなった。

　水波さんの研究室は、東北大学の

片平キャンパスにある。このキャンパス

には古い建物もまだ多く、研究室はそ

の一角にある。前庭に「光通信発祥の

地」の記念碑が立つ。脳の研究室は

古い歴史を誇る電気通信研究所と隣

りあわせだ。

　水波さんはなぜ昆虫の脳の研究に

ひかれたのか。子どもの時から生き物

好きで、高校の生物クラブでは、クモの

ネットの多様性に興味をもった。「大学

の理学部で、生き物の行動の仕組みを

研究しようと考えたのです。たまたま昆

虫の感覚の仕組みを研究していた教

授がいましてね、弟子入りしました」。し

かし、昆虫少年は大学で、「生物学を

やるには昆虫少年的な感覚ではだめだ」

といわれる。つまり、生き物の共通原理

の解明を目指せ、というわけだ。

　研究者になって、昆虫の単眼系を使っ

て情報処理の仕組みに取り組んだ。

昆虫は、複眼のほかに三つ一組の単

眼をもち、上下の明暗コントラストをキャッ

チ、飛翔姿勢の制御をしている。水波

さんは、明るさの情報がニューロンから

ニューロンへ順次伝わっていく仕組み

を研究した。工学的なシステム解析の

手法をうまく応用したのである。

　使った昆虫はゴキブリ。丈夫なので

電気生理学的な研究にはもってこいな

のだ。ニューロンの数が少なく、目の光

受容細胞から40個ほどのニューロンを

追いかければ運動系に達してしまう。

微小電極をニューロンに差し込み、電

気信号がどのように伝わっていくのか

を20個ほどのニューロンで解析した。工

学的な白色雑音解析法を応用したが、

「じつは本のなかで一番難しいといわ

れた部分で、生物学の学生からは勘

弁してくれといわれ、逆に工学の学生

には評判がよかった部分ですよ」と笑う。

　冬でも繁殖するワモンゴキブリ（熱帯

産）を、研究者は一人で１年間に６００

匹は使うので、飼育室には何万匹も飼っ

ている。世話をしなければならず、嫌い

では研究できない。

　単眼の研究が10年を超えたところで、

その情報伝達システムがほぼわかった

気になった。そこで脳の中枢の記憶の

仕組みに目標を変えた。10数年前である。

　使っている昆虫は、コオロギ、ミツバチ、

ゴキブリの３種。記憶のような学習実験

には、ゴキブリよりもコオロギのほうが適

しているという。ただ電気生理学的な

実験には使いにくいので、問題によっ

て使い分けているそうだ。それぞれ何

万匹も常時飼っているというから大変だ。

飼育設備には金をかけている。

　いま力を入れているのが、昆虫（コオ

ロギなど）のニオイ、色、形などの学習

能力の研究。調べてみると、能力は相

当に高い。ニオイは１回のトレーニング

で覚え、３回やれば死ぬまで忘れない。

色や形になるとやや落ちるが、ラットに

比べてそんなに遜色がない。昆虫の脳

細胞は100万個、ラットは10億個で

1000倍の差があることを考えると、驚異

的である。

　そこで分かってきたのは、脳には報

酬系と罰系のニューロンがあること。ラッ

トで明らかになったことが昆虫にも存在

している。報酬系では、オクトバミンを伝

達物質としており、罰系ではドーパミン

がはたらいている。つまり、学習の過程

では好きか嫌いかで、２系統のニューロ

ンが機能していることが分かった。海外

ではミツバチ（独）、ショウジョウバエ（独、

米）について、ほぼ同様な研究結果が

出ており、研究を競っている。

　「おもしろいのは、ドーパミンは人間で

も報酬系にかかわっていて、その過剰

が薬物中毒に関係しているといわれて

います。また統合失調症にも関係があ

りそうです。昆虫の微小脳とヒトの巨大

脳に、学習の点では意外にも共通点が

あるのが興味深いですね」

　記憶の研究になると、関係するニュー

ロンの数は100個を超え、オクトバミンや

ドーパミンが関係すると1000個を超える

から、研究は至難になる。しかし、やれ

るところまでがんばりたい、と水波さん

は意欲的だ。ＲＮＡ干渉法という新し

い技術も導入しており、結果がでるのを

楽しみにしている。

　7月にヴァンクーヴァーで開かれた神

経行動学国際会議に出席した。

動物の行動の仕組みに関す

る会議で、カエル、鳥、チンパン

ジー、昆虫など野生動物が研

究対象。コオロギの学習につ

いての最新の研究を発表してきた。

　「学習の基本的な仕組みを昆虫で

解き明かし、ヒトの学習の理解につな

げたい。報酬･罰系の研究と平行して、

長期記憶の形成メカニズムにも迫りたい。

長期記憶が形成されるときには、脳の

キノコ体と呼ばれる場所の細胞で、一

酸化窒素（NO）がまず放出されるよう

です。これによって長期記憶のメカニ

ズムの連鎖がはじまるのではないか、と

みています。キノコ体にはきれいな神

経回路があって、まるでヒトの海馬や小

脳のようです。カルシウム・イメージング

などの最新技術が昆虫でも使えるよう

になっているので、何とか解明したいも

のです」

　ゴキブリがパブロフの犬と同様、条

件反射で唾液を出すことを発見、今年

アメリカの新聞で話題になったそうだ。

ゴキブリ・コオロギの飼育
室で説明をする水波氏

ゴキブリの脳の断面
（上部にキノコ体が見える）



９月２０日、当財団の今後の事業展開を検討する「将来構想委員会」の第３回会合が開かれ、答申書の最終検討が行わ
れた後、同日付で岸本忠三理事長に提出されました。答申書の主な内容とその提出に至るまでの経緯をご報告します。

将来構想委員会が答申書を
岸本忠三理事長に提出
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　将来構想委員会は、本誌前号でレポー

トした第１回に続いて、６月２１日に第２回

会合が開かれ、最初に前回、懸案事項

とされた彩都を中心としたバイオクラスター

形成事業に関する大阪府の方針が、小

西委員から具体的に説明されました。

　その内容は以下の通りです。財団を

同事業の司令塔（ヘッドクォーター）とし、

財団理事長のもとに、知事など関係機関

のトップからなる「彩都バイオ戦略推進

会議」（その後、大阪バイオ戦略推進会

議（仮称）と名称変更）といくつかのワー

キンググループを置く。府の新たな予算・

人員によって財団に設けられた事務局は、

推進会議の運営の他、北大阪のバイオ

関連事業の情報を一元的に収集・発信

するワンストップサービスや、産学官連携

事業などを行う――。委員会では、この

方針を受け入れることが委員全員によっ

て了承されました。

　セミナーなど既存の事業については、

２年に１回は国際シンポジウムを開催する

ことや、ネイチャーカレッジ（小学生を対象

に、野生のサルの観察などを行う）は事

故のリスクが大きいので新事業に切り替

えることなど、大まかな方向性が確認され

ました。技術講習会や新適塾などの具

体的な実施方法は、これまでセミナーや

技術講習会など財団の事業に直接、関

わってこられた方を中心に小委員会を設

けて、そこで検討されることになりました。

　小委員会は、７月３０日に山西委員を委

員長として開かれました。技術講習会に

ついては、千里ライフサイエンスセンタービ

ルの外資への売却に伴い、これまで使

用してきた「千里ルーム」が事務室など

に転用されることも予想され、工夫して問

題点を克服していく必要があります。そう

したことを勘案しながら、各委員には、前

回の委員会で提案された、負担の大き

いコーディネーターへの研究助成金の支

給などについて意見を出していただきま

した。

　新適塾は、「２１世紀の薬箱」と「千里

神経懇話会」の２つの勉強会が実施さ

れてきました。しかし、参加者が固定され

がちになるなどの問題点も指摘されてい

ました。そこで、コーディネーターを新たに

選任し、創薬、神経科学、再生医学の３

分野で再スタートすることが提案されました。

小委員会では、ネイチャーカレッジに代わ

る小学生向け事業の他、高校生向けの

新事業も、米田委員から提案されました。

高校生が自分たちで企画して参加でき

るようなプログラムが考えられないかとい

うもので、実現させる方向で進めることに

なりました。

　第１回、第２回の将来構想委員会と小

委員会で検討された事項は、答申書（案）

の形にまとめられ、９月２０日に開かれた第

３回会合においてその案に最終的な検

討が加えられました。何年かごとにそれま

での財団の事業を評価する仕組みも必

要だろうという意見が出され、そのことも

答申書に付け加えることになりましたが、

その他は委員全員によって了承されました。

こうして答申書は完成し、同日付で財団

の岸本理事長に提出されました。

　答申書には、財団の今後のあり方に

関する基本的な考え方として、まずこの

ように記されています。「研究者や研究

機関を結びつけるという財団設立の趣

旨に基づき、これまで実施されてきた人

材育成、交流促進など基幹事業の一層

の推進を図り、ライフサイエンスの発展の

核心となる基礎研究を側面から支援し

ていく」。これは、財団の岸本理事長の

基礎研究を重視するという考え方などを

踏まえた、変わることのない財団の基本

方針です。

　そして、財団に課せられた新たな役割

としては「北大阪バイオクラスターのヘッ

ドクォーターとして、関係諸機関と連携し

て当該事業を本格的に推進する」と記さ

れています。財団はこれまでも文部科学

省の知的クラスター創成事業（第Ⅰ期）を

通じて北大阪地域のクラスター形成に取

り組んできました。また、そもそも財団が設

立されたのは、北大阪をライフサイエンス

のメッカにするという故山村雄一氏（元

大阪大学総長）の構想を推進するため

でした。その山村構想の実現に向けて、

具体的なプランのもと、また新たな一歩を

踏み出すことになるわけです。

　続いて答申書には、以上の考え方を

踏まえ、今後、財団が取り組むべき個々

の事業計画が具体的に記されています。

答申書は、今後の財団活動の指針とな

るものです。右に事業計画の主な内容

を掲載しましたので、ご覧ください。

人材育成事業

バイオクラスター形成事業
●北大阪バイオクラスターヘッドクォーター
彩都を核とした北大阪地域を世界トップクラスのクラスターに発展させるため、産
学官を先導する司令塔として「大阪バイオ戦略推進会議（仮称）」を運営し、そ
こで検討、調整された内容の実現に向けて必要な事業を展開する。

●知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）
北大阪（彩都）地域と神戸地域がより連携を強化した「関西広域バイオメディカ
ルクラスター構想」を推進し、国際的なクラスター形成をめざす。

研究助成・支援事業
●研究費助成
額は少ないが、使い勝手のよい研究費を助成する事業として若手研究者の期
待があり、今後も継続する。共同研究助成は趣旨がわかりにくいので廃止し、奨
励研究助成に一本化して助成額を増額する。

交流事業
●千里ライフサイエンスフォーラム
産学官交流の場として発足した原点に立ち返って継続する。2007年度は旧「千
里クラブ」の会員を主メンバーとして開催し、来期より新クラブを立ち上げる。

普及啓発事業

「将来構想委員会」答申書
 （事業計画の項目より主な内容を抜粋）

●市民公開講座
市民が科学に触れたり、科学に対する誤解や偏見を排
除するよい機会を与えている。また、病気や健康問題に
関心をもつ人が多いので今後も継続する。

●小学生向け事業
子供たちに自然に触れてもらう、これまでの事業（ネイチャーカレッジ）は大変意義
があった。その精神をさらに発展させ、自然科学の実際の研究現場を体験できる
プログラムを実施する。

●高校生向け事業
高校生は将来の職業を考える時期に来ているので、科学に興味をもつ高校生に、
「科学とは何か」あるいは「科学を職業にするとは具体的に何をすることなのか」
をもっと深く理解してもらうことは大変意義がある。生命科学を中心に据えて、そ
のための事業を立ち上げる。

●『千里ライフサイエンス振興財団ニュース』の発行
ライフサイエンスの普及啓発と財団の事業活動の紹介が目的であり、今後も発行
を継続する。

●セミナー
若手研究者にとっては基礎的な知識から最先端の知識
まで包括的に学ぶことのできる場となっており、さらに北大
阪地域の魅力づくりにも繋がるので今後も実施する。２年
に１回、国際シンポジウムを開く。

●技術講習会
受講者に好評であるので、工夫して問題点を解決して実施する（千里ライフサイ
エンスセンタービル内の千里ルームが他の用途に転用されて使用できなくなった
場合は大学の研究室等で開催するなど）。インセンティブを与えるため、コーディネー
ターに研究助成金を支給する。

●新適塾
これまでの精神を受け継ぎ、若い研究者・学生が気楽に参加できる勉強と交流
の場として継続する。新しい分野（再生医学）を付け加え、創薬、神経、再生医
学の３分野でスタートする。２年間（各分野８回）で終了し、他の分野に切り替える。

山西弘一

遠山正彌

中西重忠

北村惣一郎

松澤佑次

鷲田清一

北澤　清

近藤裕郷

土屋裕弘

横山雄一

大江桂子

小西禎一

本田稔彦

（独）医薬基盤研究所理事長

大阪大学大学院医学系研究科長・医学部長

大阪バイオサイエンス研究所長

国立循環器病センター総長

（財）住友病院長

大阪大学総長

武田薬品工業（株）常務取締役・製品戦略部長

塩野義製薬（株）執行役員・創薬研究所長

田辺製薬（株）代表取締役専務執行役員・研究本部長

大日本住友製薬（株）取締役執行役員・研究本部長

大阪府政策企画部企画室長

大阪府商工労働部産業労働企画室長

（財）千里ライフサイエンス振興財団専務理事

「将来構想委員会」委員一覧（敬称略）

山西弘一
（委員長）

木下タロウ

山元　弘

米田悦啓

金倉　譲

日野林俊彦

古谷泰治

仁藤新治

寺下善一

二宮光義

本田稔彦

（独）医薬基盤研究所理事長

大阪大学微生物病研究所長・教授

大阪大学大学院薬学研究科長・教授

大阪大学大学院生命機能研究科教授

大阪大学大学院医学系研究科教授

大阪大学大学院人間科学研究科教授

大日本住友製薬（株）薬理研究所長

田辺製薬（株）先端医学研究所長

武田薬品工業（株）製品戦略部シニアマネジャー

塩野義製薬（株）医薬研究本部主席研究員

（財）千里ライフサイエンス振興財団専務理事

「将来構想小委員会」委員一覧（敬称略）

ライフサイエンスのメッカの実現へ

バイオクラスター事業の司令塔に

新適塾が装いを新たにスタート



　文部科学省の「知的クラスター創成事

業」は、平成１９年１月に第Ⅱ期事業（事

業期間：平成１９年度から平成２３年度ま

での５年間）の公募が行われました。

　大阪北部（彩都）地域と神戸地域は、

第Ⅰ期事業で研究事業、人材育成事業

等において「関西広域クラスター」として

連携して事業を実施してきたことから、第

Ⅱ期事業においては、「世界へ顔が見え

るバイオクラスター」をめざす「関西広域

バイオメディカルクラスター構想」を大阪

府と神戸市が共同で提案しました。その

結果、全国９地域の応募の中から、平成

１９年６月２８日に採択されました（採択さ

れた地域は全国６地域）。

　関西広域バイオメディカルクラスター構

想では、大阪・神戸の強固な連携で「国

際的競争力を有するバイオクラスター」

への発展（～世界No.１バイオクラスター

への挑戦～）をめざすことを目的とし、大

阪北部（彩都）地域、神戸地域で次のよ

うな取り組みを実施していきます。

●創薬分野では、関西に「バイオメディカ

ルチェーン」（①から⑤までのサイクル）を

根づかせる。

①関西のバイオ研究機関の研究成果に

ついて、知的クラスター創成事業等で実

用化研究を進める。

②この成果を元にベンチャーを起業、ま

たはアライアンスが可能な段階にまで研

究を推進させる。

③バイオ企業がこのシーズを元に商品（新

薬等）を開発する。

④この過程で生まれた産業化ニーズを研

究機関にフィードバックする。

⑤研究機関の新たな研究が開始される。

●先端医療や生活習慣病では、関西の

産学官の連携と市民の参画のもと、高度

医療サービスの提供や市民の科学的な

健康づくりの支援を行いながら、第Ⅰ期事

業で構築したトランスレーショナルリサーチ

機 能を「 統 合 化 迅 速 研 究（ＩＣＲ：

Integrative Celerity Research）」へと

昇華し、優秀な臨床医や研究者等の集

積により、イノベーションの創出を加速す

る「メディカルイノベーションシステム」の

基盤を構築する。

●大阪北部（彩都）地域および神戸地

域を含めた関西全体でこれらの基盤を

共有し、国内外のバイオクラスターとの研

究・ビジネスネットワークを構築する。

第Ⅱ期の知的クラスター創成事業において、大阪府と神戸市が共同で提案していた「関西広域バイオ

メディカルクラスター構想」が採択されました。その事業内容の概要をご報告します。

関西広域バイオメディカル
クラスター構想

知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）スタート

知的
クラスター
通信
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1 .基幹研究 3.関係府省連携枠研究（地域新生コンソーシアム研究開発事業等との連携）

4 .広域化プログラム2 .実用化研究

①ワクチン、免疫・感染症研究

②先端バイオ創薬研究

③再生医療の実現化

④生活習慣病の治療・予防研究

大阪大学微生物病研究所教授� 堀井俊宏

大阪大学大学院医学系研究科教授� 金倉　譲

京都大学再生医科学研究所准教授� 高橋　淳

神戸大学大学院医学系研究科教授� 春日雅人

①増殖性ウイルスの出現を抑えた非増殖型アデノウイルスベクター
　作製システムの開発

②脂肪幹細胞を用いた次世代医療システムの開発

③骨髄由来間葉系幹細胞動員因子による非瘢痕性機能的組織再生
　誘導医薬開発のための基盤研究

④ヒト軟骨三次元組織を用いた創薬スクリーニングキットの開発

⑤新しい原理に基づく心筋梗塞の画期的治療法の開発

医薬基盤研究所遺伝子導入制御プロジェクトリーダー� 水口裕之

大阪大学大学院医学系研究科講師� 前田和久

大阪大学大学院医学系研究科准教授� 玉井克人

大阪大学大学院医学系研究科講師� 中田　研

国立循環器病センター研究所脈管生理部長� 沢村達也

①国際バリューチェインによる創薬ターゲットタンパク質の
　阻害剤開発プログラム

②糖尿病治療・予防に関する国際連携プログラム

医薬基盤研究所バイオインフォマティクスプロジェクトリーダー� 水口賢司

神戸大学大学院医学系研究科教授� 春日雅人

①発症メカニズムの解明と新たな創薬を目的とした
　COPDモデルマウスの開発

②接着阻害因子ペリオスチンに着目した新規心不全治療薬の開発

③エネルギー代謝シミュレーション技術を活用し、患者に安心して
　提供できる高度医療技術の研究開発

④高度知能化総合介護支援システム技術の研究開発

大阪大学大学院医学系研究科講師� 立花　功

大阪大学大学院医学系研究科助教� 谷山義明

京都大学大学院医学研究科教授� 野間昭典

神戸大学大学院工学研究科教授� 羅　志偉

研究課題一覧

事業推進体制

関西広域バイオメディカルクラスター本部

大阪北部（彩都）地域

研究
統括

西川伸一
（独）理化学研究所発生・再生科学総合研究センター

副センター長

研究
統括

山西弘一
（独）医薬基盤研究所

理事長

岸本忠三
（財）千里ライフサイエンス振興財団
理事長

顧問
井村裕夫
（財）先端医療振興財団
理事長

本部長

科学技術コーディネータ 科学技術コーディネータプロジェクトマネージャー プロジェクトマネージャー

神戸地域

事業
総括

土屋裕弘
田辺三菱製薬（株）
取締役副社長執行役員

財団法人先端医療振興財団中核機関 財団法人千里ライフサイエンス振興財団中核機関

大阪府立成人病センター研究所

産業技術総合研究所

神戸大学

関西国際空港

大阪市立大学

大阪府立大学

奈良先端科学技術
大学院大学

京都大学

京都工芸繊維大学

大阪北部（彩都）地域

 神戸地域
（医療産業都市）

●理化学研究所発生・再生科学総合研究センター
●理化学研究所分子イメージング研究プログラム
●臨床情報研究センター
●先端医療センター

●大阪大学
●国立循環器病センター
●大阪バイオサイエンス研究所
●医薬基盤研究所
●彩都バイオインキュベータ
●千里ライフサイエンスセンター

先端医療センター

千里ライフサイエンスセンター



今号のＬＦ対談には、（財）先端医療振興財団の井村裕夫理事長をお迎えしました。
京都大学の総長も務められた井村氏は、エレガントな京都の教養人といった趣きで、
対談も終始なごやかに進められました。話題も豊富で、対談後の会食では、旧帝大の
設立時のエピソードなど面白く聞かせていただきました。今号には、前号に引き続き、将
来構想委員会のレポートも掲載しています。答申書に基づいた形で今後、財団は事
業を行っていくことになります。今後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。（Ｓ）
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Information Box

技術講習会／フォーラム／セミナー／市民公開講座

●脳卒中を体験して
�エッセイスト（元NHKアナウンサー）� 山川静夫氏

●生活習慣病克服の常識�
　国立循環器病センター名誉総長� 尾前照雄氏

   成人病シリーズ第５０回

  「生活習慣病の克服」
   日時：平成１９年１０月７日（日）　午後１時３０分から午後３時３０分まで
　コーディネーター：国立循環器病センター 名誉総長� 尾前照雄氏

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル５Ｆ「ライフホール」
� 地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
� URL http : //www.senri-life.or.jp/
� E-mail：tnb@senri-life.or.jp

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル ２０Ｆ「千里クラブ」
� 地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２
対　　象：千里クラブ会員とその同伴者

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002 フォーラム係
� URL http://www.senri-life.or.jp/
� E-mail：morikawa-si@senri-life.or.jp

｢江戸時代の日本の数学｣
　日時：平成１９年１０月２４日（水）　午後６時から午後８時まで 
　講師：大阪大学名誉教授� 竹之内脩氏

｢自然免疫の最近の進歩｣
　日時：平成１９年１１月３０日（金）　午後６時から午後８時まで 
　講師：大阪大学微生物病研究所自然免疫学分野教授 �審良静男氏

｢ 未　定 ｣
　日時：平成１９年１２月２１日（金）　午後６時から午後８時まで 
　講師：大阪大学総長� 鷲田清一氏

10月フォーラム

11月フォーラム

12月フォーラム

千里ライフサイエンス市民公開講座

千里ライフサイエンスフォーラム

文部科学省タンパク3000プロジェクトでは2002年から5年間の間に、
3000種類以上のタンパク質の立体構造が解析され、本年度から新たにター
ゲットタンパク研究プログラムがスタートします。膜蛋白質や超分子複合体
など困難なターゲットの構造を解析し、創薬開発のための構造基盤を構築す
る目的で、これからタンパク質のＸ線構造解析を是非始めてみたいという研
究者も増えていると思われます。そこで、本講習会では、これから結晶構造
解析を始めたい、もしくは最新技術に関する情報を得たいといった方々を対
象として、難発現性タンパク質の生産法、膜タンパク質も含めた精製法およ
び結晶化法、データ収集を含む解析法など、最新技術に関する解説を行いま
す。また実習では、職場などから遠隔操作で、SPring-8でのＸ線回折実験や
データ収集が行えるシステム（メールインサービス）について体験したり、開
発担当者から直接お話が聞けたりするようなセッションも設けております。

   「蛋白質X線構造解析技術～発現からデータ処理まで～」
   日時：平成１９年１０月２３日（火）　午前１０時から午後４時まで

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル６Ｆ「千里ルーム」
� 地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
� URL http : //www.senri-life.or.jp/
� E-mail：dnp@senri-life.or.jp

千里ライフサイエンス技術講習会

　コーディネーター：
　　大阪大学工学研究科応用化学専攻准教授� 井上　豪氏

第４７回

今年は、この３月に退任した岡田善雄当財団前理事長（特別顧問）が細胞融合に関する論文を発表し
てから５０年、さらに当財団主催のセミナーが創立以来１００回目となります。そこでこれらを記念して本
特別セミナーを企画しました。岡田前理事長をはじめ細胞生物学・免疫学分野で大きな業績を残され
た世界的に著名な５名の研究者を講師にお招きし、それぞれの研究について、発見のきっかけ、重要性、
発見当時の位置づけ、その後の発展、今日的意義付け等を講演していただきます。科学あるいは研究
の本質がどういうものであるかを特に若い研究者に考えていただく手がかりになれば幸いです。

   「細胞生物学・免疫学における日本発オリジナル研究
　ー発見の発端と展開」
   日時：平成１９年１１月１３日（火）　午前１０時から午後５時まで

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル５Ｆ「ライフホール」
� 地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
� URL http : //www.senri-life.or.jp/
� E-mail：sng@senri-life.or.jp

千里ライフサイエンスセミナー

●体細胞培養と細胞融合のドッキング時代－昔を回顧して

●多細胞体制の構築と崩壊

●サイトカインの研究－遺伝子の発見から分子免疫学の展開へ

●病原体認識受容体Toll-like receptors研究への道

●Ｂリンパ球分化因子から抗体医薬へ－IL-6と共に35年

千里ライフサイエンス振興財団� 岡田善雄

理化学研究所発生・再生科学総合研究センター� 竹市雅俊氏

東京大学大学院医学系研究科� 谷口維紹氏

大阪大学微生物病研究所� 審良静男氏

千里ライフサイエンス振興財団� 岸本忠三

第１00回記念セミナー

編集後記

プログラム
技術解説／ 難発現性タンパク質の生産法、膜タンパク質も含めた精製補法、

最新の結晶化技術、 メールインシステムでのデータ収集、およ
び解析法などについて解説を行う。

技術紹介／ メールインシステムでの凍結結晶の調整法、メールインシステ
ムのシュミレーション等の実演を行う。

技術講習会
フォーラム

第４６回千里ライフサイエンス技術講習会

「選抜アレイとリアルタイムＰＣＲの拓く新たな地平」
日　　　時：平成１９年９月６日（木）

コーディネータ－：野島　博氏（大阪大学微生物病研究所教授、感染症ＤＮＡチップ開発センター長）

来年度から、フォーラムは
新クラブを立ち上げて継続

　第46回千里ライフサイエンス技術講習会では、昨年９月に引き続き、大阪大学の野

島先生をコーディネーターに、遺伝子の発現を解析する新しい技術に関する講習会を

開きました。「選抜アレイ」とは野島先生の用語で、一般にはフォーカストアレイと呼ばれ

ており、絞り込んだ遺伝子群の発現を解析するツールです。「リ

アルタイムＰＣＲ」では、標的遺伝子の発現をＰＣＲ増幅によっ

てリアルタイムで定量解析できます。参加者は、午前中に電流

検出型ＤＮＡチップなど新しい技術の解説を聴講した後、午後

から３つのグループに分かれ、協賛企業の担当者を講師に「選

抜アレイ・ジェノパールを使った新たな可能性」「SYBR Green 

AssayによるリアルタイムＰＣＲ相対定量解析」「微量検体から

の多遺伝子解析と高速リアルタイムＰＣＲ」の解説・実習を受け

ました。参加者の研究活動にとって、この講習会が１つのステッ

プアップの機会となることが期待されます。

野島博氏

　今年４月に解散した（株）千里ライフサ

イエンスセンターと当財団が共催してきま

した「千里ライフサイエンスフォーラム（サ

ロンフォーラム）」については、本誌前号

の記事中でも触れましたように、財団の

単独開催とはなりましたが、今年度はこ

れまでどおり毎月、旧「千里クラブ」の会

員の方を主な対象として開催しています。

このほど、来年度以降についての方針

が固まりましたので、お知らせします。

　まず５月

18日、フォー

ラム の 常

連参加者

の 方との

懇談会を開きました。そして、千里クラブ

を運営していた（株）千里ライフサイエン

スセンターの解散に伴い、「千里クラブが

消滅した場合でもフォーラムを継続して

ほしい」、「主に千里クラブ会員を対象に

継続してほしい。そのためには参加費の

多少の増額は了解する」という声を多

数いただきました。そこで、こうしたご意見

を参考に、将来構想委員会でも検討さ

れた結果、来年度からは旧「千里クラブ」

会員と、会員の推薦者を中心に新クラブ

を立ち上げ、主にその会員を対象とした

フォーラムとして継続することになりました。

　新クラブの会員には、フォーラムの案

内や『千里ライフサイエンス振興財団ニュー

ス』を送付します。千里クラブのように施

設利用に際しての特典などはありません

ので、年会費も低額に抑える予定です。

ただし、新しい法律のもとで当財団が公

益法人の認定を受けるためには、不特

定多数を対象とした事業でなければなり

ません。したがって、一般にもフォーラム

への参加募集を行うことになります。

　フォーラムは、当財団の設立趣旨に基

づき、産学官のライフサイエンス関係者に

交流の場を提供する大切な事業の１つ

です。ご理解とご支援を賜りますよう、よ

ろしくお願いいたします。

講義風景

実験風景
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再生紙を使用しております。

次回は

基礎生物学研究所
分子細胞生物学
研究部門教授

大隅 良典氏へ
  バトンタッチします。

Relay Talk
LF

吉田 賢右氏
1944年�群馬県生まれ
1966年�東京大学理学部生物化学科卒業
1972年�東京大学理学系研究科生物化学専攻課程博士課程修了
� 自治医科大学第一生化学 助手
1978年�自治医科大学第一生化学 講師
1985年�東京工業大学理学部 助教授
1989年�東京工業大学理学部 教授
1990年�東京工業大学生命理工学部 教授
1992年�東京工業大学資源化学研究所 教授
2005年�東京工業大学資源化学研究所 所長

　「Nature」に論文を載せるのは、科学者の夢である。

一生のうちに２～３本のれば、まあまあということになる。

ところが、２０００年から現在だけでも１８本の記事を

「Nature」に載せた人がいる。Jared Diamond、米国

カリフォルニア大学の教授である。その記事の内容が

多彩である。ヒトの病原体は動物に由来し、ヒトが農耕

を営み密集して暮らすようになって始めて疫病となっ

た。南北アメリカ諸国の貧富の差について、当初もっと

も豊かな中米の地域が現在もっとも貧しい国になって

いるのはなぜか。ある地域の日照紫外線の強さとヒト

の肌の色の濃さはよく相関するが例外もある、その例

外とは何か。エジプトのピラミッドなど古代の巨大モニュ

メントが作られたのは、帝国の勃興期であって最盛期

ではない。２型糖尿病は世界でひろがっているのに、

ヨーロッパ人だけ例外なのはなぜか。イースター島の文

明と住民はなぜ滅亡したか。オーストラリアの大型動物

はなぜいっせいに滅んだか。文字なき先史時代、老人

の存在はその長年の実践的知識（データ）によって子

孫の生存に非常に役立ったのではないか。等々。

　ダイアモンドさんは、世界的に話題を呼んだ「銃・病

原菌・鉄」、「文明崩壊」という分厚い本も書いている。

いずれも人類の過去と現在について、多数の緻密な

ケーススタデイーをもとに新しい人類史観を展開し、人

類の未来に思索を刺激する。その叙述は自然科学者

的であり、社会科学者が使うような難解な抽象概念は

登場しない。

　学際研究、融合研究などが、はやり言葉となってい

る。しかし、本当にそれを１人で具現している人は少な

い。医学、分子生物学、言語学、言語地理学、地政学、

鳥類、の研究に従事したことがあって、ニューギニアや

南太平洋等をフィールドワークで歩きまわったダイアモン

ドさんは、むしろ学才融合学者とでも呼ぶべきか。こう

いう自然科学者もいるのだ、と衝撃と憧憬をおぼえる。

受 賞 歴／Amgen Award (American Protein Society), 
� Peter Mitchell Medal (European Bioenergetic Conference)
所属学会／生化学会、分子生物学会、生物物理学会
専門分野／ATP合成酵素の研究、蛋白質の立体構造を支配する分子シャペロンの研究
趣　　味／議論、テニス、海

巨大モニュメントは帝国の最盛期に造られたのではない肌色の違いはなぜ生じたか、そしてその例外とは？


